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指揮 :金子 建志(かねこ けんじ)
1948年 3月 8日 、千葉県富津市生まれ。 70年 3月 、東京芸術大学音楽学部楽理科卒。音
楽理論を柴田南雄氏に、指揮法を高階正光氏、渡邊暁雄氏に学ぶ。芸大在学中より、母校の千葉高

校管弦楽団、千葉大学管弦楽団他の指導を皮切りに、市川交響楽団、世田谷交響楽団、千葉フィル

ハーモニー管弦楽団、 19世紀オーケストラ、アンサンブル『花火』、狛江フィルハーモニー管弦

楽団等のオーケストラの指揮者を歴任。

専門は古典派から近現代の交響曲・管弦楽曲の資料比較を中心とした研究と、その実践としての

指揮活動。 NHK・ FMの クラシック番組の解説、朝日新聞『試聴室』、レコー ド芸術、音楽現代

のCD評等を担当。著書・編書・解説書に、音楽之友社 “こだわり派のための名曲徹底分析"シ リ

ーズの『ブルックナーの交響曲』『マ_ラ ーの交響曲』『マーラーの交響由。2』『ベートーヴェン

のく第 9〉』『交響曲の名由。1』、立風書房 “CD200シ リーズ'の『オーケストラの秘密』『オーケストラこだわりの聴き方』(編
書)、 東京書籍『ブルックナー/マーラー事典』 (共著)、 早稲田出版『朝比奈隆 。交響楽の世界』 (解説)等がある。

現在、静岡の常葉学園短期大学音楽学部教授、武蔵野音楽大学非常勤講師、千葉フィルハーモニー管弦楽団常任指揮者。尊敬す

る指揮者はクナッパーツブッシュ、フル トヴェングラー、ムラヴィンスキー、バーンスタイン、チェリビダッケ、Cク ライバー。
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ブル ックナーの (8番)第 1稿
金子 建志

● 〈8番〉との私的な関わり。第1楽章のコーダの謎。      人学祝いにプレゼントしてくれたので運良く聴けたのである。
今でこそブルックナー・ファンは (8番)の第 1稿がファン   今考えればブルックナー初体験がカラヤンだったのだから

ファーレ風の トゥッティで壮麗に終わることを楽譜でも、音で  贅沢な話なのだが、レコー ドもスコアも手元に無く、予習も出

も確かめることが出来るが、筆者が、第 1稿に関わることにな  来ないまま東京文化に出掛けた (カ ラヤンが第 2稿によるハー

った頃は、全く違つていた。ブルックナーについての本を出し  ス版を常用しているのは、ずっと後になって知った).印象に

たりしているので誤解され易いのだが、学生時代からブルック  残ったのは二つ。ひとつは「(タ ンホイザー)そ っくりな曲で、

ナーを研究していたというわけではない。切っ掛けは、卒論の  もしワーグナーが楽劇のオーケス トレーションで交響曲を書

指導教官だつた柴田南雄先生がFMでブルックナーについて  いたら、こんな曲になったのではJと いうこと。もう一つが「ソ

話されることになり、レコー ドとスコアの ド調べを任されたこ  ―ミレドJ(譜例④ bl)と いう、風変わりなエンディングだった。

とだった。原典版は未だハース版だけで、店頭に並んでいたの   やがて、筆者自身がFMで解説をするようになってからの 78

は改訂版がほとんど。改訂版による録音の見本のようなクナッ  年 12月 22日 放送のプロで、カラヤンがウィーン・フィルを振
パーツブッシュ=ミ ュンヘン・フィルの (8番〉の解説に、原   つたザルツブルグでの (8番)を放送することになった。その

典版と書いてあるような時代である。そんな状況だつたので、  事前資料に 1887年稿、つまり第 1稿である可能性が書かれて

版による細部の違い自体が新鮮な驚きだった。しかし、スコア  いたのである。第 1稿は 1972年 にノヴァーク版として、初め

の比較で全てが解決したわけではない。例えば、クナの (8番) て出版譜になってはいたが、録音は未だ無かったので、カラヤ

の終楽章はティンパニが「ソーミレドJと 叩いて、豪快に締め  ンが取り上げてくれれば、音資料としても貴重。しかし、同年

くくられる (譜例④ k)。 ところが、そんな譜形は改訂版にも原   8月 15日 のライヴなので、番組としては準備期間が短く、テ

典版にも見当たらないのだ。                  ―プは直前にならないと到着しない。当時は、スタジオで収録

これに関しては時間を更に遡る必要がある。筆者が東京芸大  時に初めてテープを聴き、その場で解説をしていたので、第 1

に入学した 1966年、カラヤン=ベルリン・フィルが来日し膨   稿、第 2稿、どちらでも話せるように準備 しておく必要があっ

大なレパー トリーで日本の音楽界を席巻、その中に (8番)も   た。第 1稿だった場合、日本では誰も聴いたことが無かったの

含まれていた。それを目指して徹夜で並んだのなら自慢もでき  で、全く別物と言つても過言ではないスコアの違いについて、

ようが、当時はワーグナーがやっとで、ブルックナーはスコア  コメントしなければならない。

すら見たことがなかった。たまたまチケットを購入した親戚が   とりわけ問題なのが第 1楽章のコーダ。一般的な第 2稿では、
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●第 1稿を演奏する際の問題点

今回、フィロムジカで最初の練習に出向いた際、ブルックナ

ー・ファンの方が見学にみえ、オルガンで第 1稿のコーダを聴

いた時の驚きを感慨深く語られていたので、録音されている可

能性があるのではと思って頼んだところ、後日、お送り頂いた。

再生してみたところ、今回、練習を始めていたのと殆ど同一の

テンポだったので、私自身のブルックナー観がブレていないこ

とを確認できたのは収穫だつた。まさか私が振るという形で、

第 1稿 というブーメランが戻つてくるとは予想だにしなかつ

たが、30年を越える年月の間に両稿の自筆スコアをファクシミ

リで研究できたことで、私自身の認識も深まったし、第 2稿で

2回、本番を振った経験から、両稿に共通した問題点も確認で

きたように思う。

第 1稿は綺麗に筆写された「手書きスコア (マニュスクリブ

ト)Jで、そのまま印刷用原本に使用できるレベルにあり、実

際、ノヴァークが 20世紀後半になって初出版する際、版下と

して使用したと思われる。しかしブルックナー本人による「自

筆スコア (オー トグラフ)Jではなく、写譜師による浄書スコ

アであり、もしこのまま初演されることになったにしても、細

部には、様々な変更や加筆が加えられることになったはず。『そ

れなら第 2稿 と同じではないか ?』 ということになりそうだが、

カットの指示や修正だらけの自筆スコアとして残されている

第 2稿のように、根本的な大改訂や複数の選択肢を含んではい

ないので、一旦、完成した設計図なのは確かだ。しかし設計図

から実際の建築物を建てる際に、どうしても生じる
″
棟梁の領

域での
″
調整、音楽で言 うなら、細部のデュナミークや、テン

ポ設定の調整、オーケス トレーションのバランス修正といった

あたりは当然、出版譜への過程で追加され、現存する第 1稿よ

りも練り上げられた形になったのは確かであろう。

今回、指揮するにあたって、以上のような状況を踏まえ、次

のようなポリシーで振るつもりだ。もし第 1稿を書いた段階で

ブルックナーが死去したとしたら、第 1稿は遺作として神聖化

されたはず。その場合、つまり第 2稿が存在しなかったとして

も、(8番)は交響山史上に輝く傑作として評価されたと考え

られる。そうした観点から『第 1稿は、第 2稿 と、こう違 うの

ですよ』という、比較サンプル的な解釈は採らず、あくまで第

1稿のスコアとしての全体像からテンポ設定も含めた細部解

釈を決めようと思っている。

●第 2楽章の トリオのテンポ設定

例えば第2楽章のトリオは第1稿 (譜例②a)か ら、第2稿

(譜例②b)の ように、主題の旋律線が大改訂され、テンポ指

定も「Allcgro moderato(中庸なアレグロで)Jか ら、「Langsam

(ゆ つくりと)Jに変わった。こうした場合、版の違いを目立

たせることを優先させ、比較サンプル呈示的な姿勢で臨もうと

すると、インバルがそうしているように第1稿②aを、速いテ

ンポによる軽い音楽として演奏することになる。②aと ②bは、

同じ音楽の変容形なので、この主題だけだったら、どちらを速

く演奏しても、大きな問題にはならない。

しかし、この両稿、先に進むに従って双子的な近似性が明ら

かになっていく。例えば譜伊l③aと 譜伊l③bは実質的に同じ音

楽と言って良いだろう。第 2稿では分散和音で加わるハープを

考慮して遅いテンポ設定に直した、とも考えられるが、ハープ

を抜かしても、音楽のパースペクティヴは、両稿とも後半に進

むに従つて広がり、鳥の囀りを聴きながら牧場 (天国 ?)を散

歩しているような、穏やかな歩みが相応しくなる。インバルの

テンポ設定だと②aで始まってしばらくは特に不自然な感じは

しないのだが、③aを過ぎ、後半になるに従つて、次第にコミ

カルな感じになり、冗談音楽みたいに感じられないだろうか ?

ブルックナーの場合、アダージョとアンダンテの書き換え問

題も同様で、それを単純にMm=60と Mm=80みたいな数値

に換算して済まそうという捉え方は、あまり音楽的とは言えな

い。その稿全体の構造から適正テンポを読み取つていくのが正

解、というのが筆者の見解なので、今回のトリオのテンポ設定

は、空間的な広がりを感じさせ、オーケス トレーション的にも

厚みが増す後半部を重視して、緩やかなテンポ設定にするつも

りである。

譜例②a 第1稿 第2楽章・トリオ 冒頭

1    ≡種 |

譜例②b 第2稿 第2楽章・トリオ 冒頭
撫1鯖
鍔

=幕
躍 :奮軍 摯=ザみ J馨1警曇|,軒 :=」

譜例③a 第1稿 トリオの一部  譜例③b 第2稿 トリオの一部

●第 4楽章のコーダ

カラヤンの実演で初めて (8番)を聴いた時点に時計の針を

戻すと、第4楽章のコーダが「ソーミレドJと いう豪快とも、

冗談ばいとも採れる音型で締め括られた際、『唖然とした』と

．′
Ｃ



T華 V  i10■
1」D3rο″

`く
4∠9手lWEIWくνく・rミ=手4

=ゝ
′く″壬0冒半・草斎シ彰H⑫lJ罪

luedШI上

(a回■ュ馳OP)=ゝ′く″壬0冒半・草斎シ彰 O⑫lll撃

「配TOIII」=蔽T潮0草音潮髪8 `q⑫llFl撃

(g鰐)コ半・草音シ雲 戦Ztt q⑫iJ製

(影諄)冒半・草¥シ彰 馳L彰 2⑫l■巽
°ヽ
A↓賃↓ηコマ理

'■
マ

`Tn躍
聯鮮騨マ幣-27ツ

｀
■1】⑫フク彰聯⑫=卜′イン

`,Tコ
|スキ4“き手′

°

`ワ

ン♀

v準謝醇マン半ワfl‖と」」コ11ビ襲aF｀そ璽T⑫イメ=r⑫r

｀
〉↓口)⑫い0マツ爵尋廿百コ勁薔認ツ

｀
■1-メ
``°
認

イ■9ヽ1)■幸エイ

`=r2`q⑫
配Tい
'7「
劇4ミームJ

、γ楷蚤し
｀
2明「`/⑫勇薔｀■1当′

↓董軍暑―ユq⑫戦Z彰｀
年一

°
9ヽγ影、γ⑫9ヽA)■/4∠・∠κ

`/コ
|`T`計孝i量秘↓′κ

=7乙rま
｀
9、γα酢¥⑫早唯ツ↓声

｀
6%)ヽA灘認副■■

'ユ

q⑫壁Z彰｀
ほγtt fl認9ヽ1)■Fl蔓孝具日lI■HイF∠∠心恥

剛⑫じ⑫聾I彰°
7アイ
`Yい
。イ「ヌヘ)γ計そ判鼻⑫解日り

)■7各饉き鴻′と
｀
■排影〉漱6T賃γヽ里肇緋JヽγG―

`q °
9ヽハ)03イ認

♀v〉1ヽ)■陥譲〉漱具■孝コン
｀
■1身嘉
°
み⑫ハヽ多γヽ翠⑫影

鮮9ヽ1)νマ
=撃
04/ン4⑫晴襲襲⑫早⑫ユ刷幣甲劫」AヽFコ

14インーてると4ヽ/∠イー■｀
コ剖¥｀、γ9γ笞コ,∠ニア「7

7■7♀号ユ
=撃
■をり8明身卦目|」Aヽ■コ1/441‐4u｀_

4-ム
｀
一手イー

`■
1馴一
｀
■
'製

I彰
°ヽ
A↓γa留■17■い0

イ
｀
ぎ要γヽaヽγ工1学コo裂♀彰ユ詳イ

`イ
ンーl`Tγ■齢そl未

｀
__0、へ79、い

'身
)ヽn曇、uコ,鍵意

｀
97■77＼へ)嘗マ筆ミγ

コ認壁I第
｀
)■7]、γ一手′(4/ζコ騨〉曇ηtt Z彰

｀
■■

°
Aヽ■■
'2(199ヽ
A)0平r_¥ュ評イ

`イ
ントγ身卦昌10)し

｀
)

0＼n79、ダゝn喜、γ喜身⑫Ч―
```コ

砂薔⑫(↓ヨ〉F17111

°
9ヽA)■■潮γヽ準具)単

′
馴

⑫早響眸
'Tコ'4^′

イン■1ヤ響⑫4/ン47η
`ツ

゛
認つγヽヽA↓

■1)γγい。マ艶曜⑫1ヽヨ⑫壁■1騨目⑫幸コ
｀
コ|`Tγド褒コ|

稲
｀
■
'7ツ

｀
Iγ認6■G7■1-ど

``ヽ
身嘉
°
9ヽ1)νマ冒

�、γl―g``■,ユ聯
`′
4⑫マ置

C」

2⑫古し
｀
■許ηコ甲目■1

)コ¥⑫勇
｀
nヽγn°、A■賃↓硼コ1賃γヽγOマ、γttχ準当コ1明

聯コ鶴纂
｀
そ7■707冒�立]半辰γヽ一

```⑫
 ЮttZ箋

｀
■
'//17■
マ裂コ)yィ

`イ
ン20⑫
｀
判7■具書麟η tt I彰マ

忌¥14/乙イズ4∠コ
'ル

Z861、γ4ヘイズン・喜単⑦「1-``

`J9準
聯具孝キー4ζ

=l⑫
 9ヽγ影

'ユ
理)百尋q⑫マじ⑫

°
(■■17

0ンパ'■(一
`9■
■甲勁
｀
■1l y=ゝ/イン

`⑫
4/″/_・ィ

64/v)`ヮ認⑫70認降It17ヽへ)7♀冒�認
=｀
思γ X⑫⑫�

」し290r｀■1≧繁、ク日米⑫」レ99617ヽnSIttγ場吉
=与

°

'♀
ユ還量ヨ堕マ

ツ】⑫■1)(lW3)罰4/″乙・イ(4/v⑫古2961｀ほγ9ヽ1)■

当コ10⑫擢当■1)早吝⑫寺ηFIイキ4γ
°O⑫
■
'(1961)瀞

4/″

∠・イ(4/vヽγ9ヽ今)■γヽ」ロコ|`T⑫ン⑫「H/1ミーKJコ

)(具警8961)瀞4/″∠・イマイ`ミコ手〃｀マツセ)シ腔
。
γn艶隊コマrぃヘィ

Aヽn脅甲讐⑫ユ刷薔幸コ
｀
こ⑫7C ttQ回イ擢�用⑫¥秘

｀
さγ

認⑫7■濯動尋
`―
=｀)0]マγヽヽA↓■1)⑫ワ♀ユ百難、γ拳

当⑫】⑫⑫コ
｀
制γν♀�需γヽtt I彰コ

'勁

°
7ιγヽ↓賃γ宗百

il颯郷↓γツ
｀
■21�l:魂ヽコⅦY―イヽ｀

ほγヨ⑫70�♀艶2

⑫9ヽA)Ir、γ」に1`T⑫ン⑫認=ゝ′イル
`｀
判γAヽ勒認滑⑫4/

″∠・イマイアミ=手′ユV離上⑫T彰日所
°
292■回q勁

q興1:迎｀
■l⑫

`ヽ

Aマ(O⑫「J製)'αγユ助早影シη場薔⑫

コ■/nl⑫「早ЭJ■1)η醜コ,=ゝ/イン
`｀
γヽ認⑫γυ♀ココ)

`T 
⑫ q⑫llFl撃←O⑫l多巽)。Tコ1量魂q`―r↓哲勤⑫r
°、
n↓νJ¥9、γ⑫γO当旱馳認γヽ叫″ヽn■■,ュ熙暴〃

⊇1年
`〉

〉α撃⑫=ゝ′イル

`⑫
4イン∠・ィ64/ン

｀
こ質潤⑫ツ

｀
賃7ヽ7ヽ1)ヽn」日2=卜/イル

`ユ
47⑫颯軍

｀
γヽ認⑫7074

群ilマ年♀艶⑫4/、470ヽAイ「ヽAヨ⑫�Jこ⑫70ヽγ孝1ヽ)

0景q∠ニア■ヨー=4■lm⑫2°γ。認騨�↓軍lTミγ⑫
`ヽ

ヘ



● (5番〉の循環主題と (8番)のスケルツォ主題の関係

この「ソーミレドJと いう主題のルーツは (5番)にある。

第 1楽章の第一主題 (譜例⑤a)と して呈示され、全楽章をイ

デー・フィクス的に取りまとめる循環主題がそれだ。そのヒロ

イックな性格は、第 1楽章コーダの金管による連呼で刻印され、

終楽章の最後で再び勝国のように繰り返されて譜例⑤bの よう

に締め括られる。後続する主音の反復を削除すれば、旋律線は

(8番)の終上と同じだ。

対位法を駆使した交響曲として (ジュピター)や (エ ロイカ)

を越える巨大な伽藍を築いた (5番)の終楽章は、途中からコ

ラールを加えることで、神の讃歌としての性格が確定的になる。

その大伽藍をイデー・フィクスとして司る⑤a=⑤ bはブルック

ナーが音で描いた神、それも凡てに打ち勝つ
″
万軍の将
″として

の『神』のイメージが強く投影されている。

ブルックナーも他の作曲家と同様、自作の主題を引用する。

その典型が (7番)の中心主題。 (9番)の最後で再現される

際には、(7番)で確定した
″
天上界へと昇つていく階段

〃として

の象徴的な意味合いが籠められている。「ソーミレドJと いう

音型も同様で、(5番)に よつて決定付けられた『勝利者とし

ての神』という象徴性が、(8番)の結論④b' として記号的に

再現され、再び、同じ頂へと導くのである。

こう書くと、「ソーミレド」を (5番)か ら唐突に借 りてき

たように思われるかも知れないが、(8番 )を単独に見た場合、

スケルツォ楽章で伏線が布かれていることが重要になる。スケ

ルツォ主題 (譜例⑥a)は 「ドーミファソJと いう旋律線を核

にした反復からなつている。この「ドーミファソJは、「ソー

ミレドJの反行型=鏡像型 (湖而に映る富士山のような、上下

が逆転した音形)に他ならない。その関係を簡潔に示したのが

譜例⑥b。 (5番〉で『勝利者としての神』として象徴的な意味

合いを担う記号となった「A」 を原型とすると、その反行型=

鏡像型として (8番)のスケルツォ主題 「BJが創られた。こ

の 2つの双生児的な主題を「A tt B」 として重ねると、旋律線

がX状にクロスする『十字架音型』になる (譜例⑥ c)。

このことを見逃すと、普通は『寄り道的なエピソード』とし

て、副次的に扱われるスケルツォの主題⑥aが、終楽章のコー

ダで、第 1楽章の主題と対等、もしくは、それ以上に主役的な

扱いを受けるのことの意味が理解できなくなってしまう。

⑥aは第4楽章では4拍子化されて⑥a'のように回想。再現

されるのだが、第1稿のコーダ735小節～では、スケルツォ主

題⑥a'を吹奏するホルンとワーグナー・チューバだけに、他

の楽器を上回る′′′が書かれているのだ。更に、一旦、静まっ

た後に再び築かれる最後の頂上部 759小節～で、最も日立つ最

上声部を担うのは 1番 トランペットによるスケルツォ主題⑥

a'なのである。そこから最終小節までは、パー トによつて縮

尺やリズムは様々だが、⑥bで示した『十字架音型』的な変容

であり、その到達点が『勝利者としての神』④b' ということ

になる。

第 2稿④bが、改訂によつて、その記号的な意味が最後に刻

印される形に仕上げられているのに対し、第 1稿④aは全ての

ベクトルが着地点に収敏するようにはスコア化されてはいな

い。そのため、④bの ように最後の瞬間にブレーキを踏んでも

効果が薄いのだが、構造的にスコアを吟味してみると、最後か

ら3小節日のトランペットの 2・ 3番、オーボエの 1～ 3番、

ワーグナー・チューバの 1。 3番が、(8番 )の リズム主題で

ある『前打音付きの2分音符』を4回 くりかえしていることが

分かる。これは両稿共通なのだが、第 1稿④aの場合、オーケ

ス トレーション的に最終小節を強調するコンセプ トになって

いないのが問題。そこで今回は、この最後から3小節目の『前

打音付きの 2分音符』でリテヌー トをかけることで、低音部に

埋もれている『勝利者としての神』④b'を、多少とも顕在化

出来ればと願つている。

2010年 12月 12日

譜例⑤a (5番〉第¬楽章・第1主題 (循環主題)

譜例⑤b (5番〉第4楽章・末尾 (『勝利者としての神』)

雄華 響 毒 斑 到

譜例⑥a 〈8番〉のスケルツォ主題

((5番〉循環主題の反行型=鏡像型)

`|■
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譜例⑥a'〈 8番〉スケルツォ主題を4拍子化

譜例⑥b A:(5番〉『勝利者としての神』の主題

B:その反行型 (鏡像型)=く 8番〉スケルツォ主題

笹賛す奮千警■I::ヂ誓∃
譜例⑥c 上記2つの『神の主題』を重ねた『十字架音型』





曲目角翠説

Tp.遠藤 啓輔 (曲 目推薦者 )
ブル ックナー/交響 曲第 8番ハ短調・初稿 (1887年 稿 )
【作曲の経緯】

1824年 、なだらかな丘陵上に耕作地が果てしなく続くオース トリアの農村で、小学校教師の壇、子としてブルックナーは生まれ

た。当時の教師は聖職者も兼ねており、ブルックナーの生家は村の教会の隣にあつた。そうした環境から、ブルックナーは教会のオ

ルガンや聖歌隊の合唱に親しむことになる。広がりを感じさせる雄大な楽想、農民たちの粗野で力強いダンス、オルガン風の荘厳な

響き、真摯な祈りの歌、これらがブルックナーの音楽の終生変わらぬ特徴となつた。幼くして父を亡くしたブルックナーは、家から

歩いて 2時間ほどのところにある大修道院・聖フローリアンの寄宿学生となりここで育つた。広々とした丘陵地帯に忽然と各え立つ

この大修道院の教会は、巨大な祭壇と壮麗な天丼 LAlが ネL拝者を圧任1し、大オルガンの味わい深い響きが空間を包み込む。ここで音楽

を聴くと、描かれた人物や彫亥Jの天使たちが生命を宿して語りかけてくるような錯覚にとらわれる。

成人したブルックナーは小学校教師となって小さな農村に赴任するが、近隣にあるシュタイヤー市やエンス市にたびたび出向いて

音楽を研究した。これらの街は、古めかしい石造りの建物が立ち並ぶltaき 深い古都である。ブルックナーの音楽に漂う厳粛な雰囲気

はこうした古都のイメージが表れているのかもしれない。その後、地域の中心都市リンツの教会オルガニス トに就任し、音楽家とし

てのキャリアをスター トさせる。オルガニス トや合唱指導者として非凡な才能を発揮する一方、リヒャル ト・ヴァーグナーの音楽に

心酔し、とりわけ前衛的な和声法の面で強い影響を受けた。そして、40代になって活動拠点を音楽の都ヴィーンに移し、オルガニ

ス トや音楽教師として活躍する。教え子たちは楽壇を支える重鎮に育ち、彼らがブルックナーを献身的に支えた。しかしながら「作

曲家Jと してのブルックナーは不遇であり、彼の交響曲はなかなか認められなかった。演奏不能と烙印を押されるほどの難山であっ

たことや、響きに派手さがなく一般受けしなかったことが要因であろう。

それでも60歳になって、交響曲第 7番の成功から作曲家ブルックナーの名声がようやく高まり、その自信に裏打ちされて大作の

第 8交響由にとりかかつた。1887年 の夏休み、滞在先のシュタイヤー市で第 8交響由を完成させると、敬愛していた名指揮者ヘ

ルマン・レーヴィ (ブルックナー作品を指揮して成功に導いたのはもちろん、金銭面でも人脈づくりの面でもブルックナーを支援し

た大恩人)に楽譜を送り検討を依頼する。しかし、ブルックナーの自信に反して、レーヴィはこの作品の問題点を指摘する。そこで

ブルックナーは第 8交響山を大幅に改作し、教え子たちも世間受けするように手を加えた。初演はこの改定された形で 1892年 に

ヴィーンでなされ、未曽有の大成功を収める。第 8交響曲はこれ以後、改作された形 (第 2稿 )で広まり、1887年 での完成形態

(初稿)は長らく忘れ去られる。初稿の初演は作曲者の死後 77年も経った 1973年 であり、日本初演はさらに遅れて、1998

年にエリアフ・インバル指揮の読売日本響が行った。管見の限り、これ以後の初稿演奏は今年 3月 に同じインバルが指揮した東京都

響だけであり、本国の演奏は関西初演と思われる。

【楽曲について】

第 8交響曲 (初稿)は、ブルックナーがそれまでに築き上げてきた自己の交響曲の様式の集大成であるとともに、それまでのブル

ックナー作品には見られなかった新しい要素もふんだんに盛り込まれた野心作である。

ブルックナーの交響由はすべて、古典的 4楽章構成 (快活な第 1楽章、遅めの第 2楽章、舞曲風の第 3楽章、快活な終楽章)を愚

直に踏襲する。ただし、第 8交響曲は 「第 2楽章スケルツォ、第 3楽章アダージョ」の楽章順としたため、「ともに快活な第 1楽章

と第 2楽章 (ス ケルツォ)J、 「悠然としたアダージョの第 3楽章 J、 「推進力に満ちた終楽章Jと いう、演奏時間 30分程度の 3つの

ブロックが鼎立する、非常に座 りの良い構成となった。

同時代の作曲家たちが特殊木管楽器や打楽器を多用して燦然たる音色を生み出していたのとは対照的に、ブルックナーの楽器編成

は、ひと世代前のシューベル トの楽器編成とほとんどかわらない極めてシンプルなものである。第 8交響曲 (初稿)も 同様で、本管

楽器も第 3楽章までは 2管編成を基本とする。しかし、それまでのブルックナー作品では聞かれなかつた新たな音も加えられた。ま

ず、第 7交響由の第 2楽章と終楽章のみで使用されたヴァーグナーチューバが、第 8交響曲ではスケルツォ以外の各楽章において使

用されたのが注目される。ヴァーグナーチューバとは、その名の通り作由家ヴァーグナーの要望で開発された低音の金管楽器で、ホ

ルン奏者が持ち替えて演奏し、テノール 2本とバス 2本の計 4本でセットになってハーモニーを作る。自然の彼方から聞こえてくる

ようなホルンの音色と比べると生々しい音であり、また、神の如き崇高さを誇るトロンボーンの音色と比べるとどこか虚ろな音であ
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この楽章には、ハープや打楽器群、ピッコロといったブルックナーがほとんど使用してこなかった楽器が投入されており、作曲者

の意気込みが如実に表れている。管見の限り、ブルックナーがハープを使つたのはこの曲だけである。この楽章でハープは、弦や木

管がうたう天国的に美しい和声に乗つて上昇音型を奏でる。簡潔だが、実に素朴で神々しく聞こえる。打楽器群は、楽章のクライマ

ックスでシンバルとトライアングルが打ち鳴らされる。第 7交響曲や『ヘルゴラント』など、シンバルが使用されるブルックナー作

品は幾つかあるが、これらはいずれも、一旦完成した後に指揮者や教え子に追加を要請されたものだ。従ってブルックナーが自発的

意思でシンバルとトライアングルを使用した作品はこの山のみと言えよう。そして、この曲のシンバルの使い方は独特である。シン

バルは大抵の場合、フレーズの盛 り上がりの頂点に打ち込まれる。これに対し、8番初稿のシンバルは、5小節間からなるクライマ

ックスの最初の小節と最後の小節で 3回ずつ (合計 6回)打ち鳴らされる。まるで、神の降臨そして帰還を、天使がシンバルを打ち

鳴らしながら告げているかのようだ。

またこの楽章では、「三位一体」を象徴する聖なる数字ともいうべき「3」 が随所に封入されており、この楽章全体が壮大な信仰

告自の音楽であることを示している。前述した「3」 回ずつ打ち鳴らされるシンバルのほか、ヴァイオリンのソロやハープを 3人で

演奏するように指示があるのだ。リンツ時代のブルックナーの家はリンツ市のシンボル「三位一体の塔Jのすぐそばにあった。つま

リブルックナーは毎日のように三位一体の塔を見ていたのである。ブルックナーは早くも第 1交響曲で、神々しい第 2楽章でのフル

ー トのパー ト・ソロを 3人で吹かせており (2管編成の曲であるにもかかわらず !)、 3人で演奏する場面に特別な意味があること

は明白である。この楽章でヴァイオリン ,ソ ロとハープに「3人で」と指示したのは、これらのパー トが特別に神聖な枠割を負つて

いるということの表明に他ならない。従って、音楽的には (特にハープは)必ずしも3人で演奏する必要はないといえる。しばしば

「ブルックナーがハープの音量を補強するために 3台で演奏すること希望したJと 説明されるが、それは間違いだと思う。僕は第 8

交響曲を30回近くライヴで聴いており (も ちろん大部分が第 2稿によるが、ハープの音量に関する問題は初稿でも第 2稿でも同じ

である)、 ハープを指示通り3台使った演奏のほか、1台のみによる演奏、あるいは中途半端に 2台使った演奏、いずれも体験した。

僕の実感として、ハープの台数を増やしてもハープの音量が増すことは無い (音色がふくよかになるという効果はある)。 それどこ

ろか、皮肉なことに最もハープが明瞭に聞こえたのは 1台のみによる演奏だったのだ (イ ンバル=読響による初稿の日本初演 !)。 本

日は、予算の都合によリハープは 1台で演奏するが、以上のような理由から音楽的には問題ない筈だ。ブルックナーが込めた宗教的

思いは反映できなくなるが、そこはどうか聴衆の皆様の心で補っていただきたい。

第 4楽章

この楽章から木管楽器が 3管に増員される。単に楽器を増やしただけでなく、音楽的深みもこの楽章から格段に増す。さらに、こ

の楽章の冒頭では、4人のヴァーグナーチューバ奏者がホルンに持ち替え、前楽章までの 4人のホルン奏者と合流してホルン8人と

いう大所帯となる。この 8本のホルンを中心とした金管楽器群が、切 り刻むような弦楽器の伴奏に乗って、威厳ある行進曲風の第 1

主題を吹き上げる (譜例⑥ )。 「万軍の主なる神Jを音で描いたともいうべきか。

この後、天国的な第2主題、憂いを帯びた第 3主題、と続くが、展開部がコラージュ的で複雑であり、雰囲気の厳めしさとも相ま

つて、石造りの迷宮の中をさまよっているかのような気持ちになる。ブルックナーはこの曲をシュタイヤー市滞在中に完成したが、

この街は石造りの建物と石畳の道が複雑に入り組んだ迷宮のような古都である。この楽章には、シュタイヤー市の印象が投影されて

いるように思える。こうした厳めしさの中にあつて、3本のフルートによるパート・ソロは花園のような穏やかな表情を見せる瞬間

である。譜例⑥を変形させた旋律によるが、勇壮な行進曲をこのような穏やかな音楽に変貌させてしまう天才の技に驚かされる。

音楽は後半へと進むに従って悲壮感を高めていき、ついにその頂点で譜例①が恐るべき威圧感をもつて回想されると、音楽がいっ

たん終壇、し、コーダが始まる。コーダは、譜例⑥の旋律が葬送行進由のように重苦しく繰り返されるが、この暗浩たる音楽が濠J的に

陽転し、最後には、4つの楽章の主題が同時に演奏される (譜例⑦)と いう破格の終結を迎え、純粋無垢な人間性を象徴する調性で

あるハ長調の和声でこの大曲は結ばれる。

第 1楽章

第 2楽章

第 3楽章

譜例⑥ :第 4楽章第 1主題 譜例⑦ :第 4楽章コーダ (4つの楽章の主題の回想)

第 4
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成する楽器・テインパニの、第 1楽章における使用法を見てみよう。第 2稿ではテイン
パニが第 1主題提示部から早々と登

場し最初のクライマックスを形成するが、初稿では展開部の直前までティン
パニが登場しないという抑制された使い方をし

ている。それだけに、コーダでハ長調の根音 (ド )を鳴らし続けるティンパニの轟きが引き立つ。純粋無垢な人間性を象徴

する調性 「ハ長調Jは この曲の結論ともいうべきものであり、第 1楽章の本当のクライマックスが
ハ長調のコーダだという

ことを、ティンパニが宣言しているのだ。また、弦のビッツィカー トの第 1楽章における使用法も
「出し惜しみ」である。

特殊楽器をほとんど使わないブルックナーにとつてはピッツイカー トでさえ重要な
「特殊奏法」であるが、第 2稿では第 2

主題の相の手としてピッツイカー トがあつさりと使われてしまう。ところが初稿は、第
3主題までビッツィカー トを出し惜

しみする。この第 3主題におけるピッツイカー トは、 4拍子の主旋律に衝突する 3連符の伴奏と
いう重要なものであり (譜

例③ )、 初登場のピッツイカー トがリズムの壮絶なせめぎあいを強く印象付ける
のだ。また、神聖さを象徴する楽器・ハープ

が、第 3楽章のみに使用されているのも初稿の良さだ。第 2稿は音色の大盤振舞をして第 2楽章にまで
ハープを使 うが、こ

れでは 「第 3楽章は特別に神聖な楽章Jと いう印象が相対的に薄まつてしまう。このように、音色を出し惜
しみする初稿の

オーケス トレイションは、本当の聴きどころがどこかを親切に示すガイ ドにもなる。こ
のため、果てしない繰 り返しを特徴

とする初稿が、決して冗長な音楽にも無駄な楽節の集積にもなつていないのだ。

さらに初稿では、リズムの衝突がもたらす凄まじいエネルギーが大きな魅力とな
っている。 4拍子と3拍子が衝突し、冒

頭に装飾音符を伴 う鋭いリズム (譜例④や譜例⑥に由来する)が打ち込まれる。雲間から突然建めく日光、骨ま
で突き刺さ

る寒気、怒りの雷、あるいはギュンター・ヴアント風に言えば
「宇宙空間での星の衝突J(金子先生によるインタビューより)

さえ連想させる。反復が自然の穏やかさと広がりを表現する一方、攻撃的なリズ
ムの衝突が自然の厳しさを苛烈に表現する。

ブルックナーの、それも初稿の音楽は、様々な表情を見せる森羅万象が過激なまでに盛り込まれ
た破格の音楽なのだ。

こうした初稿の魅力は 8番のみならず、 3番 。4番の初稿にも共通する。これらの交響由の最終稿は改訂によつて、
いず

れ劣らぬ人気由に変貌した。しかし、ブルックナーの思想の根底に流れていた
のは、これら初稿に見られる破格の音楽、自

然そのものとさえ言える巨大な音楽であったということは間違いない。我
々人間は、自然の姿を目の当たりにしたとき、そ

の巨大さと奥深さに圧倒され、自らの小ささを否応なく思い知らされる。そして、自然
の大きさを前にしては人間だれしも

が等しく矮小な存在であることを知り、そのような小さな自分という存在を素直に受け入れ
て生きていけば良いと悟る。お

そらくブルックナーも、果てしなく続く丘陵地帯を散策しながら、自然の偉大さ、人間
の小ささを実感したことだろう。そ

して彼は、自然の巨大な姿を音楽によつて再現した。我々はこの偉大な音楽を聴くとき、人間
が等しく小さな存在であるこ

とを実感し、その小さな自分を受け入れて生きていけば良いと納得できる。ブルックナ
ーの (それも初稿の)響きの中に身

を置くということは、極論すれば、自分という存在を肯定的に受け入れるため
の壮大な心の旅をすることとも言える。
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京都フィロムジカ管弦楽団「反の会」会員様ご汚名

松村 里香様
杉本 幸子様
安藤 美矢□穂様
稲村 董雄様
遠藤 時金様
丼谷 宏美様
鎗本 和弘様

谷□ 佳隆様
信広 澄子様
吉田 育弘様

吉田 寛子様
木下 清美様

西坂 壽美子様

岡島 敦子様

小松 朋美様

鈴木 一俊様

谷村 暉様

辻 良治様

西 英子様

浅野 節子様

福田 稔様

金谷 一紀様

岡 喜ス彦様

山本 均様

古川 宏様

竹野 繁也様

2002年 4月に発足しました「反の会」は上記会員の皆様方よりご支援いただいております。(11月現在)

第 28回定期演奏会にあたり、反の会の皆様万より多大なご支援をいただきました。今回の演奏会で使用するヴア
ーグす―

チューバに関する費用を、反の会より支出させていただきました。この場を借りて、団員―同、心より御礼申
し上げます。






